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機種の選定および当該製品のご使用前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。
以下に示す注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産の損害を未然に防止するためのものです。
ISO4414（Pneumatic fluid power - Recommendations for the application of equipment to transmission and control systems）,
JIS B 8370（空気圧システム通則）の安全規則と併せて必ず守ってください。

■当該製品は、一般産業機械用部品として、設計、製造されたものです。
■機器の選定および取扱いにあたっては、システム設計者または担当者等十分な知識と経験を持った人が必ず「安全上の注意」、「カタログ」、
「取扱説明書」等を読んだ後に取扱ってください。取扱いを誤ると危険です。

■「取扱説明書」等をお読みになった後は、当該製品をお使いになる方がいつでも読むことができるところに、必ず保管してください。
■「取扱説明書」等は、お使いになっている当該製品を譲渡されたり貸与される場合には、必ず新しく所有者となられる方が安全で正しい使い

方を知るために、製品本体の目立つところに添付してください。
■この「安全上のご注意」に掲載しています危険・警告・注意はすべての場合を網羅していません。カタログ、取扱説明書をよく読んで常に安全を

第一に考えてください。

危 険
明らかに危険が予見される場合を表わします。
表示された危険を回避しないと、死亡もしくは重傷を負う可能性があります。
または財産の損傷、損壊の可能性があります。

警 告
直ちに危険が存在するわけではないが、状況によって危険となる場合を表わします。
表示された危険を回避しないと、死亡もしくは重傷を負う可能性があります。
または財産の損傷、損壊の可能性があります。

注 意
直ちに危険が存在するわけではないが、状況によって危険となる場合を表わします。
表示された危険を回避しないと、軽度もしくは中程度の傷を負う可能性があります。
または財産の損傷、損壊の可能性があります。

お願い 負傷する等の可能性はないが、当該製品を適切に使用するために守っていただきたい内容です。

指示事項は危険度、障害度により「危 険」、「警 告」、「注 意」、「お願い」に区分けしています。　

安全上のご注意

危 険
●下記の用途に使用しないでください。
　1.人命および身体の維持、管理等に関わる医療器具
　2.人の移動や搬送を目的とする機構、機械装置
　3.機械装置の重要保安部品
　当該製品は、高度な安全性を必要とする用途に向けて企画、設計

されていません。人命を損なう可能性があります。
●製品を取り付ける際には、必ず確実な保持、固定（ワークを含む）

を行なってください。製品の転倒、落下、異常作動等によって、ケ
ガをする可能性があります。

●製品は絶対に改造しないでください。異常作動によるケガ、感
電、火災等の原因になります。

●製品の基本構造や性能・機能に関わる不適切な分解組立、修理は
行なわないでください。ケガ、感電、火災などの原因になります。

●製品に水をかけないでください。水をかけたり、洗浄したり、水中で使
用すると、異常作動によるケガ、感電、火災などの原因になります。

●発火物、引火物等の危険物が存在する場所で使用しないでください。
流量計は防爆形ではありません。発火、引火の可能性があります。

●製品の作動中は付帯する機構（配線用コネクタの着脱、配管作
業等）の調整作業を行なわないでください。異常作動によって、ケ
ガをする可能性があります。

警 告

●製品の仕様範囲外では使用しないでください。仕様範囲外で使
用されますと、製品の故障、機能停止や破損の原因となります。
また著しい寿命の低下を招きます。

●製品にエアや電気を供給する前および作動させる前には、必ず
機器の作動範囲の安全確認を行なってください。不用意にエア
や電気を供給すると、感電したり作動部との接触によりケガをす
る可能性があります。

●電源を入れた状態で、端子部等の電気的露出部に触れないでく
ださい。感電や異常作動の可能性があります。

●製品は火中に投じないでください。
　製品が破裂したり、有毒ガスが発生する可能性があります。
●製品の上に乗ったり、足場にしたり、物を置かないでください。
　転落事故、製品の転倒、落下によるケガ、製品の破損、損傷に

よる誤作動、暴走等の原因になります。

ご使用になる前に必ずお読みください。

●製品に関わる保守点検、整備、または交換等の各種作業は、必ず
エアの供給を完全に遮断して、製品および製品が接続されている配
管内の圧力が大気圧になったことを確認してから行なってください。

　特にエアコンプレッサとエアストレージタンクにはエアが残留して
いますので注意してください。

●コネクタ付ケーブルは傷つけないでください。
　コネクタ付ケーブルを傷つけたり、無理に曲げたり、引っ張ったり、

巻き付けたり、重いものを載せたり、挟み込んだりすると、漏電
や導通不良による火災や感電、異常作動等の原因になります。

●流量計作動中、流量計に外部より磁界を加えないでください。
意図しない作動により装置の破損やケガの原因となります。

●非常停止、停電などシステムの異常時に、機械が停止する場合、
装置の破損・人身事故などが発生しないよう、安全回路あるい
は装置の設計をしてください。

●動力線・高圧線との並行配線や同一配線管はしないでください。
	 流量計が、ノイズで誤作動することがあります。
●配線の極性を間違えないように注意して配線してください。
	 間違えますと流量計を破損させる原因になります。
●仕様表に示す流体以外は、使用しないでください。仕様外の流

体を使用すると短期間での機能停止、急激な性能低下もしくは
寿命の低下を招きます。

注 意

●直射日光（紫外線）のあたる場所、塵埃、塩分、鉄粉のある場所、
多湿状態の場所、流体および雰囲気中に有機溶剤、リン酸エス
テル系作動油、亜硫酸ガス、塩素ガス、酸類等が含まれている
時は、使用しないでください。短期間の機能停止、急激な性能
低下もしくは寿命の低下を招きます。なお使用材質については各
主要部材質を参照してください。

●製品の取り付けには、作業スペースの確保をお願いします。作業
スペースの確保がされないと日常点検や、メンテナンスなどがで
きなくなり装置の停止や製品の破損につながります。

●流量計は、大電流や高磁界が発生している場所で使用しないで
ください。誤作動の原因となります。

●製品の上に乗ったり、足場にしたり、物を置くことにより本体へ
の傷、打痕、変形を与えないでください。製品の破損、損傷に
よる作動停止や性能低下の原因になります。

●据付・調整等作業する場合は、不意にエア・電源等が入らぬよ
う作業中の表示をしてください。不意にエア源・電源等が入ると
感電や突然の作動によりケガをする可能性があります。
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取扱い要領と注意事項安全上のご注意

●流量計のコネクタ付ケーブルは、引っ張ったり、持って運んだり、
重い物を載せたりして過剰な負荷を与えないください。漏電や導
通不良による火災や感電、異常作動等の原因になります。

●流量計は取り扱いの際に叩いたり落としたり、ぶつけたりして過
大な衝撃（490m/s2 以上）を加えないようにしてください。破損
していなくても、内部が破損し誤作動する可能性があります。

●負荷を短絡させないでください。
	 負荷短絡の状態で、スイッチ出力をオンさせますと、過電流によ

り流量計が破損する可能性があります。
	 負荷短絡の例：スイッチ出力の出力リード線を直接電源に接続する。

お願い

●「カタログ」、「取扱説明書」等に記載のない条件や環境での使用、
および航空施設、燃焼装置、娯楽機械、安全機器、その他人
命や財産に大きな影響が予測されるなど、特に安全性が要求さ
れる用途への使用をご検討の場合は、定格、性能に対し余裕を
持った使い方やフェールセーフ等の安全対策に十分な配慮をして
ください。尚、必ず弊社営業担当までご相談ください。

●製品の配線、配管は「カタログ」等で確認しながら行なってください。
●停電時にワークが落下するような制御を構成しないでください。
　機械装置の停電時や非常停止時における、ワーク等の落下防止

制御を構築してください。
●製品を扱う場合は、必要に応じて保護手袋、保護メガネ、安全靴等

を着用して安全を確保してください。
●製品が使用不能、または不要になった場合は、産業廃棄物として

適切な廃棄処理を行なってください。
●空気圧機器は寿命による性能・機能の低下があります。空気圧機

器は日常点検を実施し、システム上必要な機能を満たしているこ
とを確認して未然に事故を防いでください。

●製品に関してのお問い合わせは、最寄りの弊社営業所または技
術サービスセンターにお願いいたします。住所と電話番号はカタ
ログの巻末に表示してあります。

その他

●下記の事項を必ずお守りください。
1. 当該製品を使用して空気圧システムを組む場合は弊社の純正

部品または適合品（推奨品）を使用すること。
保守整備等を行なう場合、弊社純正部品、または適合品（推
奨品）を使用すること。
所定の手段・方法を守ること。

2. 製品の基本構造や性能・機能に関わる、不適切な分解組立は
行なわないこと。

安全上のご注意全般についてお守りいただけない場合は、弊社は
一切の責任を負えません。

一般注意事項

取付場所

流量計FAシリーズは次のような場所を避けて設置してください。
1.	� 周囲温度または製品温度が−10℃以下、または60℃を超えるよう

な場所。
2.	 周囲湿度が90％RHを超えるような場所。
3.	 急激な温度変化があり、結露するような場所。
4.	 腐食性ガスや可燃性ガスが充満する場所。
5.	� ほこり、塩分、鉄粉などの導電性のある物質、水滴、オイルミス

ト、有機溶剤が多い場所。
6.	 本製品に直接、振動や衝撃が加わる場所。
7.	 直射日光のあたる場所。
8.	 水や雨などがかかる場所。
9.	 油や薬液がかかる場所。
10.	水、ほこりなどが常時かかる場所、または激しく飛散する場所。
11.	強磁界、強電界の発生する場所。

最大流量範囲を超えたときの作動

流量計FAシリーズに最大流量範囲を超える流量が流れると" "
のアラームと流量の交互表示となります。必ず仕様で定められた最
大流量範囲内でお使いください。

取付・配管

配管

1.  �流量計FAシリーズは精密機器です。落としたり、ぶつけたりして
衝撃を与えると破損することがあるので十分注意してください。

2.	 流量計FAシリーズについている矢印と流体の流れ方向を一致さ
せて配管してください。

3.	 配管時にバイパスユニット部に力をかけないでください。
4.	 配管時はメイン流路部を固定し、配管側を適正締付トルク範囲

内で回して接続してください。

形　　式

FAS-002
FAS-005
FAS-030
FAS-060
FAS-120

配管接続口径
Rc
1/4
1/2
1

1 1/2
2

適正締付トルク
N･m  

12 〜 14
31 〜 33
36 〜 38
59 〜 61
74 〜 76

	

バイパスユニット

メイン流路

5.	 異物が流量計FAシリーズ内に流入しないようにしてください。配
管内のさび・水滴・オイルミスト・ほこりなどが流量計FAシリーズ
内に流入すると、計測誤差や流量計FAシリーズの破損につなが
る恐れがあります。設置の前には上・下流配管に十分にフラッシ
ング（管内洗浄）を行ない、異物のないことを確認してください。
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取扱い要領と注意事項

取付姿勢1：水平配管取付で表示上向き。（基準姿勢）

取付姿勢2：水平配管取付・流量計のIN側配管から見て表示右向き。
この姿勢で使用する場合は、ローフローカットのパラメ
ータ値を「5」にしてください。ローフローカット設定を設
定しないと、流体が流れていない時にも流量が表示
（出力）され、正流側、逆流側の積算機能が働き、流
量値を積算する可能性があります。

取付姿勢

側面図

流れ方向

天

地

注：FS流量とはフルスケール流量を示します。
例．水平配管取付・流量計のIN側配管から見て表示部右向きに取り付ける

と、圧力0.3MPaの時、基準姿勢に比べ1.5%FS±1digit以下の流量変
化が生じます。

	 0.5[%FS/0.1MPa]×0.3[MPa]＝1.5[%FS]

使用圧力範囲
0〜1MPa

−0.07〜0MPa

流量範囲
FS 流量注の 5 〜 100%
FS 流量の 5 〜 100%

瞬時流量表示変化量
0.5%FS/0.1MPa ± 1digit 以下
0.5%FS/0.01MPa ± 1digit 以下

天

地

流れ方向

側面図IN側配管
から見た図

mode

enter

ALEVLL/min

FA

取付姿勢3：水平配管取付・流量計のIN側配管から見て表示左向き。
この姿勢で使用する場合は、ローフローカットのパラ
メータ値を「5」にしてください。ローフローカット設定
を設定しないと、流体が流れていない時にも流量が表
示（出力）され、正流側、逆流側の積算機能が働き、流
量値を積算する可能性があります。

取付姿勢4：水平配管取付で表示下向き。
	 この姿勢では、使用しないでください。

取付姿勢5：垂直配管取付

天

地

流れ方向

流れ方向

m
ode

enter A
L

EV
L

L/m
in

FAm
od
e

en
te
rA
L

EV
L

L/
m
in

FA

天

地

流れ方向

側面図IN側配管
から見た図

天

地 側面図

流れ方向

使用圧力範囲
0〜1MPa

−0.07〜0MPa

流量範囲
FS 流量の 5 〜 100%
FS 流量の 5 〜 100%

瞬時流量表示変化量
−0.5%FS/0.1MPa±1digit以下
−0.5%FS/0.01MPa±1digit以下

例．水平配管取付・流量計のIN側配管から見て表示部右向きに取り付ける
と、圧力0.3MPaの時、基準姿勢に比べ−1.5%FS±1digit以下の流量
変化が生じます。

	 −0.5[%FS/0.1MPa]×0.3[MPa]＝−1.5[%FS]

6.	 配管時、シール剤は適量をつけ、ねじ部の先端から2山にはつけな
いでください。つけ過ぎると、シール剤が配管内に流れ込み、計測
誤差や流量計FAシリーズの破損につながる恐れがあります。

7.	 異径配管、レギュレータ、フィルタ、バルブなど配管機器を流量
計FAシリーズ上流に設置する場合には推奨する直管部を設けて
ください（詳細は5ページ「仕様精度と直管部」をご覧くださ
い）。直管部を設けないと流量誤差が生じます。

8.	 直管部を設けずに、拡大管を接続したりチューブ継手を接続する
と、製品としては正方向に流れていてもバイパスユニット部での
流体の流れが逆方向となり、流量表示がマイナスとなることがあ
ります。

9.	 水平配管で表示部を下向きに取り付けるとセンサに配管内のさ
び・水滴・オイルミスト・ほこりなどが付着し、計測誤差や流量
計FAシリーズの破損につながる恐れがあります。表示部を下向
きにして使用しないでください。
水平配管で表示部を横向きに取り付けると姿勢影響による誤差
が生じます（詳細は下記の取付姿勢をご覧ください）。

10.	コンプレッサ（圧縮機）の出力端近傍やジャバラ配管など、脈動
流や偏流の影響があるような場所には設置しないでください。ま
たレギュレータや逆止弁がハンチングしている場所には設置しな
いでください。計測誤差が生じる恐れがあります。

巻く方向

2山位 間をあける

2山位 間をあける

シール

テ
ー
プ

液状
シール剤
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取扱い要領と注意事項

　

注4：�1 1/2B、2Bサイズフィルタ・ミストフィルタにつきましては、弊社までご
相談ください。

　5：流量計と同じ口径のフィルタを接続する場合の必要な直管部です。
　6：FAS-002において縮小管の接続例（製品仕様範囲（±3%FS）以内）を

下記に示します。

また1サイズより大きい配管（例えばFAS-002で1/2B）を接続する時は流
量計の前配管の直管部を規定値※+5D、後配管の直管部を規定値※+5D
を取ってください。

※規定値とは1サイズ大きい配管を接続する時の配管長さです。
　7：FAS-005において拡大管の接続例（製品仕様範囲（±3%FS）以内）を

下記に示します。

接続配管口径より細い配管を直管部なしで接続しないでください。メイ
ン流路自体には正方向に流れていても、バイパスユニット部で逆流が生
じマイナス表示となることがあります。もしくは実際の流量に対して著しく
低い流量を表示することがあります。
また1サイズより小さい配管（例えばFAS-005で1/4B）を接続する時は前
配管を規定値※+10D、後配管を規定値※+5Dを取ってください。

※規定値とは1サイズ小さい配管を接続する時の配管長さです。
　8：単一エルボと二重エルボの参考図を下記に示します。

　9：流量調整用弁は流量計の下流に設置してください。
	10：流量計からの距離として規定された長さ以上離れた場所に設置してくださ

い。レギュレータから流量計までの配管はチューブ配管やエルボで曲げて
施工して構いません。但し、エルボで曲げて流量計と接続する場合はエル
ボで必要な直管を設置してください。間にフィルタ、ミストフィルタが入る
場合でも距離を取ってください。

5D

FAS-002

1/4B3/8B 3/8B

10D 5D

FAS-002

1/2B 1/4B 1/4B 1/2B

15D

FAS-005

1/2B3/8B 3/8B

25D 5D

FAS-005

1/2B1/4B 1/2B 1/4B

10D
単一エルボ

10D 二重エルボ

エルボ

流量計からの距離
FAS-002 : 200D以上
他機種 : 30D以上

直管10D以上

レギュレータ

m
ode

enter A
L

EV
L

L/m
in

FA

フィルタ

・�測定流体に異物（ダスト、ドレン、オイルミスト等）が混入する恐れ
がある場合、流量計FAシリーズの上流側に1μm以上の異物除去
能力を持つフィルタおよびミストフィルタを必ず設置してください。

・フィルタは定期的に点検、交換などを行なってください。

仕様精度と直管部

流量計FAシリーズは流体を流す方向と流量計FAシリーズ側面
のラベルに表示している矢印の方向を合わせて設置し、異径配
管、バルブ、フィルタ等に接続する時には下表に示す直管を設置
してください。
直管とは流量計と同一口径のまっすぐな配管で、配管種類は配管用
炭素鋼鋼管（JIS G 3452）圧力配管用炭素鋼鋼管（JIS G 3454）
スケジュール40以下もしくは配管用ステンレス鋼管（JIS G 3459）
スケジュール40です。注1

下記に記載していない機器については、流量計FAシリーズ上流に
設置する時には直管を15D以上、流量計FAシリーズ下流に設置す
る時には直管を5D以上設けてください（Dは口径 注2 を表します）。
なお、正方向流に加え逆流も計測する場合は流量計FAシリーズの
後配管も前配管と同じ直管部長さが必要になります。

注1：�圧力配管用炭素鋼鋼管（JIS G 3454）もしくは配管用ステンレス鋼管（JIS 
G 3459）のスケジュール40より大きい配管を接続しますと、精度が悪
化しますのでご注意ください（スケジュールが大きくなると配管内径が小
さくなり、配管影響を受けてしまうため精度が悪化します）。

　2：�口径DはFAS-002（1/4B）では約8mm、FAS-005（1/2B）では約15mm、
FAS-030（1B）では約25mm、FAS-060（1 1/2B）では約40mm、FAS-
120（2B）では約50mmとなります。

　3：ミストフィルタの前には、フィルタを必ず設置してください。

配管、接続機器 接続位置
流量計FAシリーズとの直管部
製品仕様範囲
 （±3%FS）以内

精度
±5%FS以内

ミストフィルタ
FAS-002、FAS-005、FAS-030用注3、5 流量計の前 10D 不要

ミストフィルタ
FAS-060、FAS-120用注4、5 流量計の前 20D 不要

1サイズ大きい口径の配管
（縮小管を接続）
FAS-002　3/8B→1/4B
FAS-005　3/4B→1/2B
FAS-030　1 1/4B→1B
FAS-060　2B→1 1/2B注6

流量計の前 5D 不要

流量計の後 不要 不要

1サイズより大きい口径の配管
（縮小管を接続）
FAS-120　2 1/2B→2B注6

流量計の前 10D 5D

流量計の後 5D 5D

1サイズ小さい口径の配管
（拡大管を接続）
FAS-002　1/8B→1/4B
FAS-005　3/8B→1/2B
FAS-030　3/4B→1B
FAS-060　1 1/4B→1 1/2B注7

流量計の前 15D 不要

流量計の後 不要 不要

1サイズより小さい口径の配管
（拡大管を接続）
FAS-120　1 1/2B→2B注7

流量計の前 25D 10D

流量計の後 5D 5D

単一エルボ注8 流量計の前 10D 不要
流量計の後 不要 不要

二重エルボ注8 流量計の前 10D 10D
流量計の後 不要 不要

ボール弁
（フルボアタイプ全開）注9

流量計の前 20D 10D
流量計の後 10D 5D

レギュレータ注10

FAS-002
流量計の前 200D 不要
流量計の後 10D 不要

レギュレータ注10

FAS-005、FAS-030、FAS-
060、FAS-120

流量計の前 30D 不要

流量計の後 5D 不要
エアフィルタ 流量計の前 25D 不要
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取扱い要領と注意事項

・クイック継手と接続する場合
　流量計FAシリーズにクイック継手を接続する時は、下表の直管部

を設けてください。直管部なしで接続すると、メイン流路自体は正
方向に流れていてもバイパスユニット部で逆流が生じ、マイナス表
示となることがあります。あるいは実際の流量に対して著しく低い
流量の値を表示することがあります。

クイック継手

直管部チューブ

流れ方向

配管、接続機器
継
手
タ
イ
プ

接続位置
流量計 FAシリーズとの直管部
製品仕様範囲注

 （±3%FS）以内
精度注

±5%FS以内

クイック継手
チューブサイズφ8

（FAS-002の場合）

ス
ト
レ
ー
ト

タ
イ
プ

流量計の前 15D 5D

流量計の後 不要 不要
エ
ル
ボ
タ
イ
プ

流量計の前 20D 10D

流量計の後 5D 5D

クイック継手
チューブサイズφ12

（FAS-002の場合）

ス
ト
レ
ー
ト

タ
イ
プ

流量計の前 5D 不要

流量計の後 不要 不要
エ
ル
ボ
タ
イ
プ

流量計の前 10D 5D

流量計の後 5D 5D

クイック継手
チューブサイズφ12、φ16

（FAS-005の場合）

ス
ト
レ
ー
ト

タ
イ
プ

流量計の前 10D 5D

流量計の後 不要 不要
エ
ル
ボ
タ
イ
プ

流量計の前 15D 10D

流量計の後 5D 5D

クイック継手
チューブサイズφ12、φ16

（FAS-030の場合）

ス
ト
レ
ー
ト

タ
イ
プ

流量計の前 10D 8D

流量計の後 5D 5D
エ
ル
ボ
タ
イ
プ

流量計の前 15D 13D

流量計の後 10D 10D

注：�継手からチューブを約300mmほぼまっすぐに伸ばして接続した場合の特性
となります。

結　線

1.  �供給電源は仕様範囲のものを使用してください。
2.  �コネクタ付ケーブルの配線と動力線、高圧線は別配線（別配線

管）にしてください。ノイズで誤作動することがあります。
3.  �コネクタ付ケーブルを接続する時は、軸心をあわせて奥まで押し

込んでから、手でコネクタのナットを締め付けてください。ナット
を締める際は、規定トルクを守ってください（0.4〜0.6N・m以
下）。流量計FAシリーズの破損やIP65の保護構造を保てなかっ
たり、振動によるゆるみにつながる可能性があります。

4.  �ケーブルを強く引っ張ったり、ケーブルをつかんで流量計FAシリ
ーズを持ち上げないでください（引き抜き強度40N以内、曲げ強
度20N以内）。また、ケーブルに繰返しの曲げや引張応力がかか
らないようにしてください。

5.  �コネクタ付ケーブルを流量計FAシリーズに差し込んだ状態で、ケ
ーブル付け根部分（下図）を回転させないでください。流量計FA
シリーズ側のコネクタが回転し、内部配線がねじれ破損につなが
る可能性があります。

コネクタ付ケーブル
付け根部分

コネクタナット

mode

enter

ALEVLL/min

FA

6.  �結線は、必ず電源を切った状態で行なってください。
7.  �瞬時流量出力に接続する負荷抵抗は、300Ω以下としてください。
8.  �結線時はケーブルやコネクタの先に水がかからないようにしてく

ださい。
9.  �通電前に結線が正しいことを、必ず確認してください。誤った結

線は、破損や誤作動の原因となります。

1

2

3

4

V＋（茶）

I＋（白）

COM（青）

EV（黒）

瞬時流量出力
4～20mA 許容負荷抵抗

300Ω以下

DC22.8～
25.2V

DC30V以下

DC30V, 
50mA以下

外部接続例内部回路

負荷

負荷

＋

－

＋

－

● 接続例

キー

1

2

3
4

ピン番号
1
2
3
4

信号名
V＋
I＋

COM
EV

内　容
DC24V

瞬時流量出力（4-20mA）
COM

スイッチ出力

ピン番号
1
2
3
4

信号名
V＋
I＋

COM
EV

線　色
茶
白
青
黒

コネクタ付ケーブルの線色とピン番号対応表



- 7 -

mode

enter

ALEVLL/min

FA

表示部
コネクタ

メイン流路

IN

バイパス
ユニット

取付ボルトq

rt

w

e

y

OUT

設定要領

各部の名称と機能

①流量表示部	 ：７セグメントLED5桁で通常は、瞬時流量あるいは
積算流量を表示します。積算流量は上位4桁、下位
5桁に分けて表示します。設定モードでは、設定項
目や設定値を表示します。また、アラーム発生時
にはアラームコードを表示します。

②LEDランプ	 ：
　L/min		  瞬時流量表示中に点灯します。
　L		  積算流量表示中に点灯します。
　EV		  スイッチ出力のONに同期して点灯します。
　AL		  アラームが発生した場合に点灯します。

キースイッチ部	：
　⑥ 		  表示の切換えや、設定モードへの移行などに使用

します。
⑤  ④ 	   機能設定/パラメータ設定時、瞬時流量ピーク値/

ロワー値/情報表示を切り換える時や積算値をリ
セットする時に使用します。	

　③ 		  機能設定/パラメータ値設定の内容を確定する時
や情報表示への移行に使用します。

メイン流路	 ：配管を接続します。INとOUTがあります。

バイパスユニット	：FAS-030、FAS-060とFAS-120は新しいバイパス
ユニットと交換できます。

表示部	 ：バイパスユニットの上部にある表示部は、流路と
平行な平面上で回転させることができます。上図
基準位置状態から右方向に180°、左方向に90°
回せるので270°任意の向きにセットできます。

コネクタ	 ：電源入力・信号接続用です。

取付ボルト	 ：バイパスユニットをメイン流路に固定します。

積算機能

機能設定で積算カウントアップ機能あるいは積算カウントダウン機
能のどちらか設定できます。

・積算カウントアップでは積算値が999999999をオーバーすると、
0となりカウントアップを継続します。

・積算カウントダウンでは、設定した積算値から0に至るまでカウント
ダウンを行ないます。積算値が0でカウントダウンをストップします。

・積算値は10分毎に不揮発性メモリに記録されます。このため、電
源を切るタイミングによっては、最大10分間の積算量が記録され
ない場合がありますのでご注意ください。
また、積算カウントダウンの場合は、記録されないので注意してく
ださい。

・積算値のリセットは、積算表示上位桁または下位桁が表示されて
いる状態で、  ＋  キーを同時に継続して5秒以上押すと、カウ
ント0に戻ります。
なお、積算カウントダウンの場合は、積算イベント設定値が積算値
として再設定されます。積算リセット時には、積算値が不揮発性メ
モリに記録されます。

● 逆流時の積算処理と積算オプション
逆流が発生した場合の積算処理は、積算オプションの選択に従い
次表の処理を行ないます。

処理内容C12設定

正方向流と逆流を別個に積算します

逆方向の瞬時流量が発生した場合、逆流積算分
がゼロになってから、正方向の積算カウンタの加
算を行ないます

00：
正方向流と
逆流を
別個に積算

01：
逆流を
補正して
積算

＋＋

－
0

瞬時流量

積算カウンタ

逆流カウンタ 逆流を積算

正方向流を積算
正方向流を積算

＋＋

－
0

0

瞬時流量

積算カウンタ

逆流カウンタ

逆流を積算

正方向流を積算

正方向流
正方向流

逆流

逆流時は積算カウンタへの加算を一時中止し、逆流カウンタ
に逆流分をストックします。その後、正方向流が流れた場合、
逆流カウンタにストックされた分を消費してから、積算カウンタ
への加算を再開します。

逆流カウンタのスト
ック分が0になった
ので、これ以降は
積算カウンタへの
加算を再開する

この期間は逆流
カウンタの逆積算
分が残っているの
で引き続き保留中

逆流期間中は
加算を保留

注：どちらの場合も逆流の積算量は情報表示にて参照できます。

積算流量上位表示

積算流量　９９９９９９９９９ ℓ

積算流量下位表示

mode ALEVLL/min mode ALEVLL/min
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設定要領

流量表示単位

瞬時流量、積算流量の表示単位を変更することができます。

流量表示例

表示単位設定 C02 : 00 C02 : 01 C02 : 02 C02 : 03
単  　位 ℓ/min、 ℓ m3/h、m3 m3/min、m3 kg/h、kg
瞬時流量 200 12.0 0.200 15.5
積算流量 100000000 100000.000 100000.000 100000.000

ℓ/minから各単位への換算を以下に示します。
	 ｍ3/h=ℓ/min×60÷1000
	 kg/h=ℓ/min×60÷1000×1.293
	 (0℃、101.325kPa(abs)における密度を1.293としています)
注：流量表示単位を変更したときは、付属の単位ラベルを正しいものに貼り換えて

ください。

アナログ出力

瞬時流量はアナログ電流(4-20mA)として出力されます。また、パラ
メータ設定により、20mA出力時の流量値（表示値）を変更させる
ことができます。設定分解能は表示値の1digit間隔で設定可能。初
期設定は流量0が4mA、FS流量100%が20mAです。

使用圧力の選択

使用する圧力に近い値を選択すると、選択した圧力に対応した出力
補正を行ない圧力特性の影響を低減します。

基準温度の選択

流量表示基準温度を0〜35℃の間、1℃刻みで選択ができます
 （出荷時は0℃）。

ローフローカット

FS流量の1〜50%の間で1%おきに設定できます(出荷時は1%)。
たとえば1%を設定した場合、FS流量の−１〜＋1%の範囲が常に流
量0と表示されます。
ローフローカット設定は瞬時流量および積算表示値、アナログ出力
値に反映されます。

自己診断機能

流量を計測するセンサの出力信号の異常やメモリ異常が発生した場
合には、自己診断機能により流量計FAシリーズが自動でアラーム表
示を行ないます。

逆流計測

FS流量の−30%までの逆流量を計測することができます。
注：精度につきましては16、17ページの仕様をご覧ください。

流量レンジ拡張機能

FS流量の200％まで計測することができます。
注：精度につきましては16、17ページの仕様をご覧ください。

スイッチ出力

● スイッチの種類

次の表からどれかひとつ選択できます。また、積算パルス出力を除
き、反転出力が選択できます。

スイッチ種類 作　動
瞬時流量

上限スイッチ
パラメータ設定の瞬時流量スイッチ１で設定した値を
超えると出力します。

瞬時流量
下限スイッチ

パラメータ設定の瞬時流量スイッチ１で設定した値を
下回ると出力します。

瞬時流量
範囲スイッチ

瞬時流量がパラメータ設定の瞬時流量スイッチ１と瞬
時流量スイッチ２で設定した範囲にあるとき出力します。

積算流量
カウントアップスイッチ

パラメータ設定の積算スイッチ設定値で設定した値
を超えると出力します。

積算流量
カウントダウンスイッチ

パラメータ設定の積算スイッチ設定値で設定した値
から減算していき、０になると出力します。

積算パルス出力

機能設定のスイッチ出力で設定したパルスウェイト
で積算量をパルス出力します。パルス幅は機能設
定で50ms、250ms、500msから選択できます。
パルスウェイトにつきましては下表をご覧ください。

アラーム出力 アラームが発生した時に出力します。

形式別パルスウェイト

形　式
設定［ℓ/パルス］ 設定［m3/パルス, kg/パルス］

最小単位 最小単位
の10倍

最小単位
の100倍 最小単位 最小単位

の10倍
最小単位
の100倍

FAS-002 10 100 1000 0.01 0.1 1
FAS-005 10 100 1000 0.01 0.1 1
FAS-030 10 100 1000 0.01 0.1 1
FAS-060 100 1000 10000 0.1 1.0 10.0
FAS-120 100 1000 10000 0.1 1.0 10.0

● スイッチヒステリシス

瞬時流量スイッチを選択した場合、ヒステリシス(作動すき間)を設
定することができます。

● スイッチオンディレイ

瞬時流量スイッチを選択した場合、スイッチ作動するまでの遅れ
時間を設定することができます。

● スイッチ待機

瞬時流量スイッチの瞬時流量下限スイッチを選択した場合には、
電源投入から一度下限設定値を上回るまでスイッチ出力を待機
させることができます。

表示

● 瞬時流量表示・積算流量表示

表示部の7セグメントで瞬時流量、積算流量表示の切換えができ
ます。瞬時流量の表示桁数は最大5桁です。積算流量表示につ
いては全9桁を上位4桁、下位5桁に分けて表示します。
積算流量表示の上位桁を表示するときは、一番左側の7セグメン
トLEDがカウントアップでは“ ”、カウントダウンでは“ ”となりま
す。そうでない場合は下位桁として識別します。

● 瞬時流量ピーク値、ロワー値

計測期間の瞬時流量のピーク値とロワー値を表示します。計測
期間の開始(リセット)は、キー操作にて行ないます。

● 情報表示

情報表示機能により、機種ID、F/Wのバージョン、累計積算値、
積算リセット実行前の積算値を参照できます。
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設定

● 状態遷移

2秒

＋     キー
2秒

メンテナンス
モード

電源投入

基本表示 注1

瞬時流量表示

積算流量
下位表示

積算流量
上位表示

2秒 瞬時流量
ピーク値表示

キー

キー

キー

キー

キー

キー

キー

キー

パラメータ
設定モード

2秒

キー
2秒

キー
2秒

機能設定
モード

キー

キー

キー

2秒 瞬時流量
ロワー値表示

2秒
情報表示

mode

mode

mode

mode

mode

mode

mode

mode

mode

mode

enter

mode

注1：�基本表示とは、瞬時流量表示、積算流量下位表示と積算流量上位表示の
うち、機能設定 で設定した表示です。
アラーム発生時には、アラームコードと基本表示を2秒毎に交互に表示します。
また、 キーによる表示切換えは、瞬時流量表示→積算流量下位表示→
積算流量上位表示→アラームコード表示→瞬時流量表示の順になります。

2：積算値のリセット
積算流量表示上位桁または下位桁が表示されている状態において、 キー
と キーを同時に、連続して5秒押してください。
通常の場合、積算値は“ ” にリセットされますが、スイッチ出力選択
にて積算カウントダウン（ または ）を設定している場合は、積算スイッチ
設定値（ および ）がセットされます。

操作キーをシャープペンシルやドライバのよう
な先の鋭利なもので操作しないでください。
故障の原因となります。

注　意

● 機能設定

①基本表示状態にて、 キーを2秒長押ししてください。
上位3桁に機能番号、下位2桁に現在設定されている値を表示
します。

表示例

機能番号 現在の設定値

mode ALEVLL/min

② キーまたは キーを押して変更する機能番号まで移動
し、 キーを押してください。

　機能番号が消灯し、設定値（下位2桁）だけが点灯します。

③ キーまたは キーを押して希望の設定値に変更し、
キーを押してください。

　設定値が確定し、機能番号と設定値が点灯状態になります。
　このとき、 キーの代わりに キーを押すと、設定値

を確定せずに機能項目表示に戻ります。

④設定を続ける時は、②〜③の操作を繰り返してください。

機能選択を終了するには、 キーを2秒長押ししてパラメ
ータ設定に移動し、さらに再度 キーを2秒長押しするこ
とで基本表示に戻ります。

基本表示

機能選択

・・・

キー 2秒

キー 2秒

パラメータ設定モード

キー 2秒

基本表示

機能設定モード

mode ALEVLL/min

キー

キー mode ALEVLL/min

キー

キー mode ALEVLL/min

キー

設定番号選択

・・・
mode ALEVLL/min

キー

キー mode ALEVLL/min

キー

キー mode ALEVLL/min

mode

mode

mode

キー（設定番号を確定せずに戻る）mode

enter

キーenter

（設定番号を確定して戻る）

設定要領
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設定要領

● パラメータ設定

①基本表示において、 キーを2秒長押しして機能選択モー
ドに移行した後、さらに キーを2秒長押しすると、パラメ
ータ設定モードに移行します。

パラメータ項目表示例 設定中表示例

mode ALEVLL/min mode ALEVLL/min

② キーまたは キーを押して希望の設定項目まで移動し、 
キーを押してください。

　値が表示され、最下位桁が点滅状態になります。

③ キーを押すと、点滅している桁が左へ移ります。

↓点滅 ↓点滅

mode ALEVLL/min mode ALEVLL/minキーmode

④ キーまたは キーを押すと点滅している桁の数値が増減し
ます。各々の桁で キー、 キーで数値を設定してください。

⑤希望する設定値に合わせたら、 キーを押してください。
　設定項目が表示され値が確定します。

⑥設定を続ける時は、②〜⑤の操作を繰り返してください。

⑦設定を終了するには、設定項目が表示されている時に、
キーを2秒長押しすると、基本表示に移動します。

機能設定モード

表示項目選択

・・・

キー 2秒

基本表示

キー 2秒

キー 2秒

基本表示

パラメータ設定モード

mode ALEVLL/min

キー

キー

キー キー

mode ALEVLL/min

キー

キー mode ALEVLL/min

設定注

・・・
mode ALEVLL/min

キー

キー キー

mode ALEVLL/min

キー

キー キー

mode ALEVLL/min

キー キー

mode ALEVLL/min

キー キー

mode ALEVLL/min

キー キー

mode ALEVLL/min

mode ALEVLL/min mode ALEVLL/min mode ALEVLL/min

・・・
・・・

・・・

注：設定で数字を増していくと9の次は0
となりますが、同時に上の位の数値が
1増えます。また、減らしていくと0の次
は9となりますが同時に上の位の数値
が1減ります。

mode

mode

mode

キーenter

キーenter

mode mode

機能設定一覧

機能番号 内　容 設定番号および内容 初期値 備　考

設定
キーロック

00：キーロックなし
01：キーロック 00

キーロック中でもキーロッ
クの解除はできます。キ
ーロック中に変更操作を
行なうと、“ ” と表
示されます。

表示単位

瞬時流量、積算流量注

00：ℓ/min、 ℓ
01：m3/h、m3
02：m3/min、m3

03：kg/h、kg

00

【注 意 】単位を切り換え
た場合、積算値はそれまで
の単位で積算された値が
残り、自動的に換算されま
せん。単位を切り換えた
後は、一度積算リセットを行
なってから使用してください。
・�ピーク値、ロワー値は単

位を切り換えるとリセットさ
れます。

スイッチ
出力

00：使用しない
01：瞬時流量上限
02：瞬時流量下限
03：瞬時流量範囲
04：瞬時流量上限（反転）
05：瞬時流量下限（反転）
06：瞬時流量範囲（反転）
07：積算カウントアップ
08：積算カウントアップ（反転）
09：積算カウントダウン
10：積算カウントダウン（反転）
11：積算パルス（最小単位）
12：積算パルス
　　（最小単位×10）
13：積算パルス
　　（最小単位×100）
14：アラーム発生スイッチ
15：アラーム発生スイッチ（反転）

00 反転の場合は、出力のON
とOFFが逆になります。

基本表示
00：瞬時流量表示
01：積算下位桁表示
02：積算上位桁表示

00

電源投入後、流量表示部
に表示する内容を決めます。
機能設定モードへは基本
表示から移行します。

スイッチ
待機

00：使用しない
01：使用する 00

ガス種類 00：空気、窒素（固定） 00 変更できません。

使用圧力

00：0.3MPa基準
01：0.1MPa基準
02：0.5MPa基準
03：0.7MPa基準

00

取付姿勢が［取付姿勢2］、
［取付姿勢3］の場合は、メ
ンテナンスモードの圧力補
正調整値と使用圧力で、
取付姿勢による誤差を低
減することができます。
詳しくは13ページ「●メンテ
ナンスモード」をご覧ください。

基準値
換算 00〜35℃（1℃きざみ） 00 設定を変更すると、ピーク値、

ロワー値はリセットされます。

積算
オプション

00：正方向流のみ積算
01：逆流を補正して積算 00

積算
パルス幅

00：50ms
01：250ms
02：500ms

00

アラーム時
固定出力

00：使用しない
01：アップ
02：ダウン（固定）

00

センサ異常やメモリ異常など
が発生した場合、瞬時流量
出力から固定値を出力しま
す。アラーム発生時に流量
指示はゼロになります。

注：�表示単位の設定を切り換えた場合は、表示部の該当する単位に付属の
単位ラベルを重ねて貼ってください。
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	 機能選択 の設定により、作動が異なります。
(1)	� 機能選択 で または を選択した場合（瞬時流量

上限スイッチ）
	 �瞬時流量上限値を超え、スイッチがONになったあと、スイッチ

をOFFにする条件をヒステリシスに設定します。
	 �「スイッチOFF条件」＝「瞬時流量上限値」−「ヒステリシス」
	 ヒステリシスは、FS流量に対する割合（％）で指定します。

	

設定値
流量小 流量大

ヒステリシス

ON（OFF）

OFF（ON）

（ ）内反転出力時

注：ヒステリシスのしきい値を0以下に設定した場合、
0がしきい値となりマイナス流量になるとOFFします。

(2)	�機能選択 で または を選択した場合（瞬時流量
下限スイッチ）

	 �瞬時流量下限値を下回り、スイッチがONになったあと、スイッ
チをOFFにする条件をヒステリシスに設定します。

	 �「スイッチOFF条件」＝「瞬時流量下限値」＋「ヒステリシス」
	 ヒステリシスは、FS流量に対する割合（％）で指定します。

	

ON（OFF）

OFF（ON）

（ ）内反転出力時

設定値

ヒステリシス

流量小 流量大

(3)	� 機能選択  で  または  を選択した場合（瞬時流
量範囲スイッチ）

	�   ＞  の場合、  設定値が上限、  
設定値が下限となります。

	�   ＜  の場合、  設定値が下限、  
設定値が上限となります。

	  ＝  の場合は機能しません。
	 �ヒステリシス作動は次のように上下限設定値の外側にとられます。
	 �ヒステリシスは、FS流量に対する割合（％）で指定します。上

限値、下限値に対して異なる設定を指定することもできます。	
	

	

	

	

	

	
	

ON（OFF）

OFF（ON）

（ ）内反転出力時

設定値

ヒステリシス

流量小 流量大

ヒステリシス

設定値

・  設定値＜  設定値の場合

	

	

	

	

	

	

	

ON（OFF）

OFF（ON）

（ ）内反転出力時

設定値

ヒステリシス

流量小 流量大

ヒステリシス

設定値

注：ヒステリシスのしきい値を0以下に設定した場合、0がしきい値となりマイナス流量になるとOFFします。

・  設定値＞  設定値の場合

パラメータ設定一覧

表示項目 項目内容 設定範囲 初期値 備　考

アナログ
出力
20mA流
量指定注1

0〜400％FS
に相当する流
量値を設定で
きます。注5

形番
依存

・初期値は形番により異なります。
FAS-002 → 200
FAS-005 → 500
FAS-030 → 3000
FAS-060 → 6000
FAS-120 → 12000

・�設定範囲は小数点を取り除い
た値です。機種設定に応じて小
数点が付加されます。

・�設定値がFSの10％未満では、
期待する出力ができない場合が
あります。また、ゼロを設定すると
アラーム時固定出力が出ます。

・�機 能 選 択 の 表 示 単 位 
を切り換えた場合、改めて設定 
し直してください。

アナログ
出力4mA
流量指定注1

0〜400％FSに
相当する流量値を
設定できます。注5 

0
設定は小数点を取り除いた値で
す。 機種設定に応じて小数点
が付加されます。

瞬時流量
スイッチ
出力1注2

0〜400％FSに
相当する流量値を
設定できます。注5 

0 ・�機能選択 で 〜 を
選択した場合に設定できます。

・�設定は小数点を取り除いた値
です。機種設定に応じて小数
点が付加されます。

・�機能選択 の表示単位を
切り換えた場合、改めて設定し
直してください。

スイッチ
出力ヒステ
リシス1注2

0〜10％
FS流量 1

スイッチ
出力オン
ディレイ1注3 

0〜60s 0

瞬時流量
スイッチ
出力2注2

0〜400％FSに
相当する流量値を
設定できます。注5

0
・�機能選択 で または

を選択した場合に設定でき
ます。

・�設定は小数点を取り除いた値
です。機種設定に応じて小数
点が付加されます。

・�機能選択 の表示単位を
切り換えた場合、改めて設定し
直してください。

スイッチ
出力ヒステ
リシス2注2

0〜10％
FS流量 1

スイッチ
出力オン
ディレイ2注3 

0〜60s 0

出力補正
係数

0.100
 〜2.000 1.000

0.001刻みで設定できます。表示値、出力
に反映されます。設定を変更すると、瞬時
流量ピーク値、ロワー値はリセットされます。

ローフロー
カット 1〜50％ 1 正逆流両側に適用されます。

最大
表示値 100〜200％ 200

表示範囲の最大値を標準のFSの200％から
変更します。設定値以上の流量が流れた場合
は設定した最大表示値とエラー表示
（流量オーバー）が交互に表示されます。

積算スイッチ
設定値下位

00000
 〜99990 0

機能選択 で 〜 を選
択した場合に設定できます。積算スイッチ

設定値上位
0000
 〜9999 0

コスト
レート注4

1.0
 〜100.0 100.0 情報表示でコスト表示の際のコ

ストレートを指定します。

注1：	アナログ出力のスケーリングについて
	 瞬時流量値に対する出力は次式で算出されます。

　　 　（[指示流量]−[4mA設定値]）　　
×16＋4【mA】

	 　　（[20mA設定値]−[4mA設定値]）

		  4ｍA設定値	 ：4mAを出力するときの瞬時流量値
		  20mA設定値	：20mAを出力するときの瞬時流量値

	 ・��マイナス流量の出力限界は3.2mA、プラス側の出力上限は
20.8mAまでです。

	 ・�[4mA設定値 ]≧[20mA設定値 ]の場合はアラ
ーム時固定出力値が出力されます。

	 ・�[20mA設定値]−[4mA設定値]＜FS流量の10％の場合、分
解能が足りないため期待する出力ができない時があります。

注2：瞬時流量スイッチ作動について

設定要領
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設定要領

注3：	スイッチオンディレイの作動について
スイッチオンディレイは、スイッチがONするまでの遅れ時間を
設定します。

 設定値に対して  、  設定値に対して 
 の設定が機能します。

注4：	コストレートについて
コストレートは機能選択“ ：表示単位選択”の設定値に
対応したレート指定になります。

注5：	設定範囲について
設定範囲は、形番および表示単位により異なります。下記に
範囲を示します。

最大表示値以上の値を設定した場合、瞬時流量出力は最大表示値
相当までの出力となります。
瞬時流量スイッチ出力1と瞬時流量スイッチ出力2では最大表示値
を超える値を設定しないでください。瞬時流量が設定値に到達せ
ず作動しない場合があります。

選択値 コストレート設定単位
00：ℓ/min、ℓ

1m3あたり01： m3/h、m3

02： m3/min、m3

03： kg/h、kg 1kgあたり

設定値 FAS-002 FAS-005 FAS-030 FAS-060 FAS-120 備　考
00： ［ℓ/min］ 0〜800 0〜2000 0〜12000 0〜24000 0〜48000 設定範囲の上

限は400％FS
の流量値に相
当します。

01： ［m3/h］ 0〜48.0 0〜120.0 0〜720.0 0〜1440.0 0〜2880.0
02： ［m3/min］ 0〜0.800 0〜2.000 0〜12.000 0〜24.000 0〜48.000
03： ［kg/h］ 0〜62.1 0〜155.2 0〜931.0 0〜1862.0 0〜3724.0

● 瞬時流量ピーク値表示

	 ①表示部に瞬時流量または積算流量を表示している時に、
　　キーを2秒長押ししてください。
	 　�瞬時流量ピーク値表示に移行し、  表示とピーク値を

交互に表示します。

	 ②�ピーク値表示を終了する時は、 キーを押してくださ
い。通常の瞬時流量表示または積算流量表示に戻ります。

	 ・�瞬時流量ピーク値をクリアするには、ピーク値を表示している
時に キーを5秒以上押し続けてください。

● 瞬時流量ロワー値表示

	 ①�表示部に瞬時流量または積算流量を表示している時に、 
キーを2秒長押ししてください。

	 　�瞬時流量ロワー値表示に移行し、  表示とロワー値を
交互に表示します。

	 ②�ロワー値表示を終了する時は、 キーを押してくださ
い。通常の瞬時流量表示または積算表示に移動します。

	 ・�瞬時流量ロワー値をクリアするには、ロワー値を表示している
時に キーを5秒以上押し続けてください。

● 情報表示

	 ①�表示部に瞬時流量または積算表示を表示している時に、
キーを2秒長押ししてください。

	 　情報表示に移行し、表示項目と値を交互に表示します。

	 ②�次の項目に移動する時は、 キーを押してください。また、前
の項目に戻るときは キーを押してください。

	 ③�情報表示を終了する時は、 キーを押してください。通常
の瞬時流量表示または積算表示に移行します。

表示内容一覧

表示項目 項目内容 補足説明

機種ID

機種を識別するIDです。
　FAS-002 → 0000
　FAS-005 → 0001
　FAS-030 → 0002
　FAS-060 → 0003
　FAS-120 → 0004

レンジID

基準レンジを識別するIDです。
　FAS-002 → 02000（200.0ℓ/min）
　FAS-005 → 05000（500.0ℓ/min）
　FAS-030 → 03000（3000ℓ/min）
　FAS-060 → 06000（6000ℓ/min）
　FAS-120 → 12000（12000ℓ/min）

F/Wバージョン
コスト表示（下位桁）

コストを表示します。注1

コスト表示（上位桁）
逆流積算値（下位桁）

逆流時の積算量を表示します。注2

逆流積算値（上位桁）
累計積算値（下位桁） 出荷されてからの積算値を表示します。

積算リセットを実行しても0には戻りません。累計積算値（上位桁）
積算値リセット前の
積算値（下位桁） 積算リセットを実行する直前の積算値を

表示します。積算値リセット前の
積算値（上位桁）

注1：�パラメータ設定の“  ”コストレートを設定すると換算レートを変更
できます。
積算カウントダウン選択時は表示されません。

2：�機能選択 “  ”の積算オプションで、 を選択した場合は、逆流分
の残量を示し、正方向流が流れると減算されます。
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● メンテナンスモード

本製品では、バイパスユニット交換の際に調整値の埋め込みや出力
回路の調整など特殊なオプション設定を行なうための機能としてメ
ンテナンスモードがあります。
　①�基本表示状態にて、 キーを2秒長押しして機能選択に

移動した後、 キーと キーを同時に2秒長押ししてく
ださい。

　②� キーまたは キーを押して希望の設定項目まで移動し、
キーを押してください。

　　設定値が表示され、最下位桁が点滅状態になります。

　③ キー押すと点滅している桁が左に移ります。

　

↓点滅 ↓点滅

mode ALEVLL/min mode ALEVLL/minキーmode

　④� キーか、 キーを押すと点滅している桁の数値が増減しま
す。各々の桁で キー、 キーで数値を設定してください。

　⑤�希望する設定値に合わせたら、 キーを押してください。
　　設定値が確定して設定項目が表示されます。

　⑥設定を続ける時は、②〜⑤の操作を繰り返してください。
　⑦�設定を終了するには、設定項目が表示されている時に、

キーを2秒長押しすると、基本表示に戻ります。

機能設定モード

表示項目選択

・・・

＋　 キー 2秒

基本表示

キー 2秒

キー 2秒

基本表示

メンテナンスモード

キー

キー

キー

キー

設定注

注：設定で数字を増していくと9の次は0
となりますが、同時に上の位の数値が
1増えます。また、減らしていくと0の次
は9となりますが同時に上の位の数値
が1減ります。

mode ALEVLL/min mode ALEVLL/min mode ALEVLL/min

キー キー

・・・
mode ALEVLL/min

キー

キー キー

mode ALEVLL/min

キー

キー キー

mode ALEVLL/min

キー キー

mode ALEVLL/min

キー キー

mode ALEVLL/min

キー キー

mode ALEVLL/min

mode ALEVLL/min mode ALEVLL/min mode ALEVLL/min

・・・
・・・

・・・

mode

mode

mode

キーenter

キーenter

mode mode

設定一覧表

表示項目 項目内容 設定範囲 初期値 備　考
演算フィルタ 1〜16 8
計測周期 5〜100 5 [×10ms]
アラーム時
固定出力

（アップ）
0〜120％ 110 1刻み

圧力補正
調整値注 調整値 0.998 圧力補正で01を選択した

時の補正係数です。

圧力補正
調整値注 調整値 1.002 圧力補正で02を選択した

時の補正係数です。

圧力補正
調整値注 調整値 1.004 圧力補正で03を選択した

時の補正係数です。

流路識別
番号0 調整値 ＊＊＊ 交換用のバイパスユニットの時に設

定します。メイン流路の特性値を登
録します。FAS-002, FAS-005では
表示しません。バイパスユニット交
換時以外には変更しないでください。

予約コードにパスワードを
入力しないと変更できません。

流路識別
番号1 調整値 ＊＊＊

流路識別
番号2      調整値 ＊＊＊

形番
FAS-030=2
FAS-060=3
FAS-120=4

＊＊＊

交換用のバイパスユニットの時に
設定します。実際の流路と異なる
形番を選択すると正しい流量が計
測できないので注意してください。
FAS-002, FAS-005では表 示し
ません。バイパスユニット交換時
以外には変更しないでください。

予約コードにパスワード
を入力しないと変更できません。

予約コード ＊＊＊ 0 予約コードは15ページ「バイパス 
ユニット交換要領」をご覧ください。

注：�取付姿勢が、水平配管取付・流量計のI N側配管から見て表示部右向き[取
付姿勢2]、および水平配管取付・流量計のI N側配管から見て表示部左向
き[取付姿勢3]の場合、使用圧力に応じて瞬時流量表示に誤差が生じま
す。ただし、使用圧力に加え圧力補正調整値を下表の値に設定することで、 
取付姿勢による誤差を低減することができます。取付姿勢における流量表示
変化については、4ページ「取付姿勢」をご覧ください。

設定要領

設置条件 各設定値
表示向き 使用圧力         の設定 メンテナンスモードでの設定

水平配管取付・
流 量 計 の IN 側
配管から見て表
示右向き

［取付姿勢 2］

0.3MPa 01 にする。 　　　　　　を0.997 に変更する
0.1MPa 01 　　　　　　を0.997 に変更する
0.5MPa 02 　　　　　　を0.997 に変更する
0.7MPa 03 　　　　　　を0.997 に変更する

水平配管取付・
流 量 計 の IN 側
配管から見て表
示左向き

［取付姿勢 3］

0.3MPa 01 にする。 　　　　　　を1.003 に変更する
0.1MPa 01 　　　　　　を0.999 に変更する
0.5MPa 02 　　　　　　を1.007 に変更する
0.7MPa 03 　　　　　　を1.011 に変更する

備考：�取付姿勢が［取付姿勢2］、［取付姿勢3］以外では圧力補正調整値を変
更する必要はありません。
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保守・トラブルシューティング

● アラーム表示と処置

アラーム
コード 項　目 内　容 原　因 処　置

流量
オーバー

パラメータ設
定 の 最 大 表
示値で設定し
た値を超える
流量が流れて
いる。または、
逆 流レンジを
超える逆流が
流れている。

最大表示範囲
を超えた大流
量または、逆流
が流れている
可能性があり
ます。注1

大流量が流れていない
かを確認して要因を取り
除いてください。アラーム
発生時の瞬時流量表
示に−（マイナス）がつい
ている場合は逆流です。
逆流要因を取り除いてく
ださい。実流量が表示
範囲内の流量になると
アラームは消灯します。

登録データ
異常1

登録されてい
る流路識別番
号の異常。正
しい流量演算
が行なわれて
いない。

間違った流路
識別番号が設
定されている
可能性があり
ます。

メンテナンスモード設定
にて正しい流路識別番
号を設定し直してくださ
い。注2　設定し直しても
アラームから復帰せず、
電源を切り再投入して
も復帰しない場合は修
理を依頼してください。

登録データ
異常2

登録されている
フローセンサの
特性値にデー
タ異常があり、
演 算が 正しく 
行なわれてい 
ない。

登録している
特性データが
破損して異常
値になってい
る可能性があ
ります。

電源を切り再投入して
も復帰しない場合は修
理を依頼してください。

センサ異常1
流 量 信 号 が 
正常範囲を超
えた。

異物付着によ
る短 絡または
計測レンジを超
える過度の逆
流により信号
レベルが著しく
低下したことが
考えられます。

過度の逆流が原因の
場合は、計測範囲内の
流量になれば自動的に
復帰します。過度の逆
流がないのに、数時間
経過してもアラームが
消えない場合は修理を
依頼してください。

センサ異常2 流量信号のレ
ベルが実際の
流量とずれて
いる可能性が
ある。

センサ故 障ま
たは、出力が低
下している可
能 性がありま
す。センサに異
物付着、センサ
部結露などが
考えられます。

乾燥空気を流した状態
で数時間経過しても復
帰が見られない場合は
修理を依頼してください。

センサ異常3

センサ異常4
ヒータ電圧が
正常範囲を超
えた。

センサ破損や、
異物付着によ
る短 絡などが
考えられます。

数時間経過しても復帰
が見られない場合は修
理を依頼してください。

メ
モ
リ
異
常

機器
情報
データ
異常

EEPROMア
クセス時にサ
ム不一致が発
生した。

ノイズ などで
データ破壊した
恐れがあります。

電源を切り再投入して
も復帰しない場合は修
理を依頼してください。特性値

情報
データ
異常

設定
情報
データ
異常

データ書込み
中に電源遮断
され、異常終了
した恐れがあり
ます。

データ再設定後、電源
を切り再投入してもア
ラームが解消されない
場合は修理を依頼して
ください。

積算
情報
データ
異常

積算値のリセットを実施
した後、電源を切り再投
入してもアラームが解
消されない場合は修理
を依頼してください。

注1：パラメータ設定で最大表示値を変更した場合は、変更に従います。
　2：�流路識別番号につきましては、15ページ「バイパスユニット交換要領」をご

覧ください。

保守

1年間に一度以上は定期点検を行ない、正常に作動することを確認
してください。
自己診断機能でアラーム表示が出て、原因を解消してもアラーム表
示が消えない場合は弊社での修理、交換が必要です。技術サービス
センターへ連絡してください。
住所と電話番号は、巻末に表示してあります。

トラブルシューティング

● 異常時の処置

現　象 対　策

表示部に何も表示さ
れない。

・��供給電源電圧と極性が正しく印加されているか確認してく
ださい。

・�コネクタが正しく接続されているか確認してください。

流量計の前後をバ
ルブで締め切るなど
して、流れがない状
態にしているにもか
かわらず、流量表示
がゼロにならない。
(出力信号が4mAで
はない。)

・�配管からエアの漏れがないか確認してください。
・�配線は正しいか確認してください。
・�水平配管に表示部を横向きで取り付けている場合は、取

付姿勢の影響によるゼロ点ドリフトの可能性があります。 
(水平配管で表示部を横向きに取り付けると精度保証流
量範囲が5〜100％FSとなるので、ローフローカットを5％ 
に設定してください。)

・�周囲温度の変化が大きい場所や計測流体の温度変化
が大きい場合には、配管内部の対流を流量として検出す
る可能性があります。十分に温度が安定してから計測をし
てください。

基準器との器差が
大きくなった。精度
範囲を外れている。

・配管からエアの漏れがないか確認してください。
・�メイン流路のオリフィスに異物が引っかかっていないかを
確認してください。引っかかっている場合は取り除いてくだ
さい。

・�配管、流量計接続口にゴミや油などの異物がないことを
確認してください。異物が付着している場合は、弊社での
修理、交換が必要です。最寄りの弊社営業所、または技
術サービスセンターへ連絡してください。

・�配線が正しいことを確認してください。
・�流量が数秒以内に大きく変動していないか、または測定

範囲を大幅に超えていないか確認してください。
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バイパスユニット交換要領

�	 ●�流量計の持ち運びや配管時にはバイパスユニット部を
持たないでください。破損や落下するとケガをする恐れ
があります。

	 ���●�バイパスユニットの交換の場合には、流量計内部の圧
力を抜いてからバイパスユニットを取り外してください。

	 ●��バイパスユニットを交換した場合、瞬時流量表示精度
は±3％FS±1digitが、±5％FS±1digitになります。

 注意 ●�交換可能機種はFAS-030、-060、-120です。 バイパスユニットの取付け

1.  �新しいバイパスユニットのゴムシートがしっかりと組付いているこ
と、購入時既存のパッキンがメイン流路に組付いていることを確認
し、バイパスユニットのラベル矢印とメイン流路のラベル矢印の向
きを合わせてメイン流路にボルト4本で取り付けてください。ボルト
を締めるときは、締付トルク2.6〜3.3N・mを守って均等に締め付
けてください。

2.  �コネクタ付ケーブルを接続して電源を投入してください。コネクタの
ナット締付トルクは0.4〜0.6N・m以下としてください。

3.  �基本表示よりメンテナンスモードへ移動し、流路識別番号0、1、2
の入力、形番の入力を行なってください。

	 13ページ「●メンテナンスモード」をご覧ください。
	� なお、交換用の新しいバイパスユニットは、流路識別番号および

形番の設定ロックは解除されていますが、ロックが掛かっている場
合は、P_Code 予約コードに「1111」を入力してください。

	 ・�流路識別番号は、メイン流路部のBody Numberラベルに記載
されています。

	 　　

※※※※※ー※※※※※ー※※※※※

Body Number

流路識別番号 0

流路識別番号 1

流路識別番号 2

	 ・�形番は、FAS-030の場合は「2」を、FAS-060の場合は「3」を、
FAS-120の場合は「4」を入れてください。

	 ・�流路識別番号および形番は入力後必ず確認してください。

4.  �瞬時流量表示がゼロであることを確認してください。
5.  �流量計と配管内部に圧力を印加し、流れがない状態で瞬時流量表

示がゼロであることを確認してください。
6.  �外部リークがないことを必ず確認してください。

備考：流路識別番号について
　
	� 流路識別番号とはメイン流路の特性情報であり、メイン流路

の分流比調整値を流路識別番号と呼んでいます。流路識別番
号0〜2の各識別番号が分流比調整値0〜2に対応していま
す。この値をメンテナンスモードでバイパスユニットに書き込む
と、個々のメイン流路の特性にあわせた出力に調整されるの
で、バイパスユニットを交換しても精度を保つことができます。

バイパスユニットの取外し

1.  �準備するもの：保護メガネ、ヘルメット、手袋、六角棒スパナ（M5用
対辺4mm）注1

2.  �流量計、配管内部の圧力を抜いて、圧力がゲージ圧でゼロであるこ
とを確認してください。

3.  �バイパスユニットを固定しているボルト4本を対角に徐々に緩めて
外してください。注2

	 注1：�バイパスユニットを取り外す際は、安全のために保護メガネを
着用してください。

	 　2：�パッキンは、必ずメイン流路に取り付けておいてください。

バイパスユニット底面図

ゴムシート

バイパスユニット部の
オリフィス

パッキン注2

Body Number
ラベル

メイン流路上面図
（バイパスユニットを取り外した状態）

メイン流路正面図
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−0.07〜1.0MPa（ゲージ圧）
−10〜＋60℃　氷結なきこと

0〜90％RH以下　結露なきこと
−20〜＋70℃　氷結なきこと

0〜90％RH以下　結露なきこと
1.5MPa（ゲージ圧）

100㎖/h（normal）（流量計の内部の圧力1.5MPaの時）
DC24V

DC22.8〜25.2V
120mA Max.

50±5ms（出荷時）

仕様

形式項目 FAS-002

4〜200
（10〜200）

2
−60〜400

1
10

−60〜400
−3.6〜24.0

−0.060〜0.400
−4.7〜31.0

10〜500
（25〜500）

5
−150〜1000

1
10

−150〜1000
−9.0〜60.0

−0.150〜1.000
−11.6〜77.6

60〜3000
（150〜3000）

30
−900〜6000

5
10

−900〜6000
−54.0〜360

−0.900〜6.000
−70〜465.5

120〜6000
（300〜6000）

60
−1800〜12000

10
100

−1800〜12000
−108.0〜720.0
−1.800〜12.000
−140.0〜931.0

240〜12000
（600〜12000）

120
−3600〜24000

10
100

−3600〜24000
−220.0〜1440.0
−3.600〜24.000
−279.0〜1862.0

FAS-005 FAS-030 FAS-060 FAS-120
空気、窒素

　ただし、腐食成分（塩素、硫黄、酸など）を含まない乾燥気体であること
　また、ダストやオイルミストを含まない清浄気体であること（　　　　　　　　　　　　）

±3％FS±1digit（FS流量の2〜100％ ただし取付姿勢2、3は5〜100％）注9

±6％FS程度（FS流量の−30〜0％）
±10％RD程度（FS流量の100〜200%）注7

±1.0％FS±1digit（FS流量の2〜100％）
±2％FS程度（FS流量の−30〜0％）

±10％RD程度（FS流量の100〜200%）注7

±0.15％FS/℃±1digit 以下
−0.25％FS/0.1MPa±1digit以下（FS流量の2〜40％）

−0.55％FS/0.1MPa±1digit以下（FS流量の40〜100％）

0.5％FS/0.1MPa±1digit以下（FS流量の5〜100％）

0.5％FS/0.01MPa±1digit以下（FS流量の5〜100％）

−0.5％FS/0.1MPa±1digit以下（FS流量の5〜100％）

−0.5％FS/0.01MPa±1digit以下（FS流量の5〜100％）

電流出力1点：4-20mA（出力範囲 3.2〜20.8mA）
アラーム時固定出力（アップ）：21.6±0.4mA（初期値、設定により変更可能）

アラーム時固定出力（ダウン）：0.0±0.4mA 固定
許容負荷抵抗：300Ω以下
最大出力電流：24mA以下

1.5s以内（0→100％FSのステップ入力に対して、最終値の95％まで達する時間　演算周期50msの場合）

Rc1/4 Rc1/2 Rc1 Rc1 1/2 Rc2

オープンコレクタ出力1点：DC30V、50mA以下
次の機能から1つ選択できます
　・瞬時流量の上限・下限・範囲
　・積算流量カウントアップ、カウントダウン
　・アラーム発生
　・積算パルス出力（パルスウェイトは3段階から選択）

使用流体

配管接続口径

計測流量レンジ注6	 ℓ/min（normal）

最小感度流量	 ℓ/min（normal）
最大流量範囲	 ℓ/min（normal）
表示分解能注5	 瞬時流量
	 ℓ/min（normal）	 積算流量
	 ℓ/min（normal）

最大表示範囲
	 m3/h（normal）

	 m3/min（normal）
	 ㎏/h

瞬時流量表示精度

瞬時流量表示繰返し性

温度特性
	 使用圧力 

圧力特性
	 0〜1MPa

	 使用圧力 
	 −0.07〜0MPa
	 使用圧力
取付姿勢2による

	 0〜1MPa
瞬時流量表示

	 使用圧力
変化量注8

	 −0.07〜0MPa
	 使用圧力
取付姿勢3による

	 0〜1MPa
瞬時流量表示

	 使用圧力
変化量注8

	 −0.07〜0MPa
使用圧力範囲
使用温度範囲
使用湿度範囲
保存温度範囲
保存湿度範囲
保証耐圧力
外部漏れ量
定格電圧
電源電圧範囲
消費電流
演算周期

瞬時流量出力注10

応答時間

スイッチ出力注11

±0.25％FS/0.01MPa±1digit以下（FS流量の2〜40％）
±0.55％FS/0.01MPa±1digit以下（FS流量の40〜100％）
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注	1	： （normal）とは、0℃ 101.325kPa（abs）の流量に換算した値です。
	 2	： FS流量とは、計測流量レンジの最大流量を示します。
	 3	： RDはReading：リーディング（読み値）の意味です。
	 4	： −（マイナス）流量値は、逆方向流量（流量計の矢印と反対方向の流れ）を示します。
	 5	： 小数点位置、表示単位にかかわらず最下位表示桁からの分解能を示します。
	 6	： （　）内流量は、取付姿勢2、3の場合。
	 7	： この精度は、瞬時流量表示精度と瞬時流量表示繰返し性を合わせた値です。
	 8	： 取付姿勢は4ページをご覧ください。
	 9	： バイパスユニットを新しいユニットと交換した場合、瞬時流量表示精度は±5％FS±1digitになります（FAS-030,FAS-060,FAS-120）。
	 10	： 逆流側は出力できません。
	 11	： 逆流側は設定できません。

0.4 0.4 0.5 0.7 1.1

仕様

FAS-002 FAS-005 FAS-030 FAS-060 FAS-120形式項目

注文記号

アディショナルパーツ
●バイパスユニット
　（FAS-030,-060,-120用のみとなります。）
　FAB

■コネクタ付ケーブル　　

FAK-2L
FAK-5L

（ケーブル長さ：2000mm）
（ケーブル長さ：5000mm）

FAS - - --

取付金具注
無記入：なし
　B	  ：取付金具付
注：取付金具はFAS-002, -005, -030のみとなります。

流量レンジ
002：0〜200	 ℓ/min（normal）
005：0〜500	 ℓ/min（normal）
030：0〜3000	 ℓ/min（normal）
060：0〜6000	 ℓ/min（normal）
120：0〜12000	ℓ/min（normal）

流量計
FAシリーズ

コネクタ付ケーブル長さ
無記入：ケーブルなし
 2NL　：2000mm
 5NL　：5000mm

検査成績書
無記入：なし
　 T 　：検査成績書付

データ記憶

絶縁抵抗

ケーブル
取付姿勢
保護構造
	 メイン流路
接ガス部材質	 バイパスユニット
	 パッキン
バイパスユニットケース材質
質量	 kg

半導体不揮発性メモリ EEPROM
記録データ：機能設定、パラメータ、積算値 など

50MΩ以上
コネクタピンとメイン流路または取付ボルト間をDC500Vメガーにて
オプション（コネクタ付、耐油、難燃ケーブル　UL2464EN規格品）

4ページ「取付姿勢」をご覧ください
IP65（JISC0920およびIEC529）屋内設置を前提とした防滴、防じん構造

アルミニウム合金（アルマイト処理）
SUS304、PBT、H-NBR（水素化ニトリルゴム）

H-NBR（水素化ニトリルゴム）
変性PPO

●取付金具
　（FAS-002,-005,-030用のみとなります。）
　B-FAS
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寸法図（mm）
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寸法図（mm）
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2021年4月　Ver.5.0 M140338

©株式会社コガネイ　技術サービスセンター

本書の内容の一部もしくは、全てを無断で
複写・転写することを禁じます。

内容についてのご不明な点や技術的なご質問がございましたら
下記の技術サービスセンターへお問い合わせください。

《 問い合わせ 》
株式会社コガネイ　技術サービスセンター

住所：東京都小金井市緑町3-11-28
TEL：042-383-7172
FAX：042-383-7206

改訂履歴

Ver.2.0

P5.仕様精度と直管部中、注6の拡大管→縮小管、大きい配管→小さい配管に訂正。

Ver.3.0

P5.仕様精度と直管部中、注6の1サイズ小さい→1サイズ大きい、注7の1サイズ大きい→1サイズ小さいに訂正。
P16.仕様中、瞬時流量表示繰返し性の±1.0%FS±1digit（FS流量の0〜100%）→（FS流量の2〜100%）に訂正。
       圧力特性、使用圧力0〜1MPaの−0.25%FS/0.1MPa±1digit（FS流量の2.5%〜40%）→（FS流量の2%〜
       40%）、使用圧力−0.07〜0MPaの±0.25%FS/0.01MPa±1digit（FS流量の2.5%〜40%）→（FS流量の
       2%〜40%）に訂正。

Ver.4.0

P17.注文記号の「コネクタ付ケーブル長さ」を2L→2NL、5L→5NLに変更
　　 �アディショナルパーツのコネクタ付ケーブルの形式をPA5-41S×2MK-E→FAK-2L、　　　　　　　　　　

PA5-41S×5MK-E→FAK-5Lに変更。

Ver.5.0

P17.仕様の「耐電圧」の項目を削除
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